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Ｑ　

１
億
４
千
万
円
の
減

額
は
、
交
付
税
算
定
替
え

で
の
減
額
か
。

Ａ　

国
の
地
方
財
政
計
画

の
増
減
率
に
よ
っ
て
減
額
。

歳
入
を
控
え
め
に
計
上
し

て
い
る
。

Ｑ　

約
８
８
０
万
円
上
が

っ
て
い
る
。
購
入
後
13
年

以
上
経
過
し
た
車
と
、
グ

リ
ー
ン
化
特
例
の
終
了
に

よ
る
も
の
か
。

Ａ　

13
年
を
超
え
る
重
課

の
台
数
が
増
え
る
こ
と
が

主
な
増
額
の
内
容
だ
。

Ｑ　

前
年
度
よ
り
低
い
見

積
り
の
理
由
は
。

Ａ　

物
部
町
、
香
北
町
で

空
き
家
が
多
く
収
入
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

２
億
５
千
万
円
（
昨

年
度
５
千
万
円
）
の
予
算

額
根
拠
は
。

Ａ　

新
聞
広
告
な
ど
で
納

税
額
が
増
え
て
い
る
。
昨

年
度
の
実
績
に
基
づ
い
て

計
上
し
た
。

Ｑ　

使
い
道
は
。

Ａ　

文
化
財
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
、
図
書
館
へ
図
書

の
購
入
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

見
通
し
と
価
格
設
定
、

予
算
設
定
は
ど
う
か
。

Ａ　

３
区
画
の
売
却
は
厳

し
く
、
今
年
は
１
区
画
の

予
算
と
な
っ
た
。
厳
し
い

状
況
だ
。

Ｑ　

総
務
費
の
臨
時
職
員

の
賃
金
が
増
え
て
い
る
が
。

Ａ　

産
休
代
替
え
の
職
員

分
が
増
え
て
い
る
。

Ｑ　

補
助
金
交
付
の
団
体

は
。

Ａ　

ほ
っ
と
平
山
、
土
佐

塩
の
道
、
香
北
菌
床
生
産

セ
ン
タ
ー
で
、
県
の
２
分

の
１
補
助
が
あ
る
。

Ｑ　

取
り
組
み
の
ま
と
め

と
事
業
の
見
込
み
は
。

Ａ　

準
備
会
を
立
ち
上
げ

た
。
新
年
度
は
、
も
の
づ

く
り
会
議
を
立
ち
上
げ
る
。

Ｑ　

高
齢
者
施
設
を
整
備

し
て
の
対
応
か
。

Ａ　

新
た
に
２
法
人
、
４

施
設
と
協
定
を
結
ん
だ
。

福
祉
備
蓄
品
も
購
入
す
る
。

Ｑ　

申
し
込
み
を
し
て
も

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

る
。
要
件
緩
和
は
。

Ａ　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ケ
ア
会
議
で
決
ま
る
。

Ｑ　

指
定
管
理
者
の
変
更

は
必
要
な
い
の
か
。

Ａ　

株
式
の
譲
渡
に
よ
っ

て
代
表
者
、
名
前
は
変
わ

っ
た
が
、
会
社
自
体
は
存

続
し
て
お
り
、
契
約
は
有

効
だ
。

Ｑ　

運
営
補
助
金
の
使
わ

れ
方
は
。

Ａ　

流
域
フ
ェ
ス
タ
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
広

域
で
の
観
光
の
活
性
化
を

図
る
。

Ｑ　

今
後
の
工
事
計
画
は
。

Ａ　

道
路
設
計
委
託
、
用

地
及
び
補
償
の
計
画
に
な

る
。
Ｊ
Ｒ
と
も
協
議
を
進

め
て
い
る
。

平
成
29

年
度
一
般
会
計
予
算
を
審
査 

賛
成
多
数
で
可
決

　平成29年度一般会計予算額は、185億1,400万円となりました。

前年度と比べ4.9％増です。特別会計は97億6,959万円です。

（詳細は広報香美４月号をご覧ください）

鏡野中学校武道館・プール等整備 / 都市計画道路新町西町線整備 /

　ピースフルセレネ・日ノ御子河川公園キャンプ場指定管理などで…

一般会計予算185億1,400万円

軽
自
動
車
税

地
方
交
付
税

市
営
住
宅
使
用
料

ふ
る
さ
と
納
税

繁
藤
わ
か
ふ
じ
団
地

職
員
手
当

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

福
祉
避
難
所

も
の
づ
く
り
会
議

集
落
の
活
力
創
生
事
業

入
野
佐
岡
線

物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会

香
北
ふ
る
さ
と
公
社
→
香

北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
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子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
充
て
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

　

２
０
０
１
年
１
月
26
日
付
で
、
総
務
省
は
同
和

特
別
対
策
を
終
了
し
、
一
般
対
策
に
移
行
す
る
こ

と
を
発
表
し
て
い
る
。
法
の
終
結
と
と
も
に
本
市

で
も
順
次
、
一
般
対
策
へ
と
移
行
し
て
き
た
と
こ

ろ
だ
。
こ
の
到
達
点
を
無
視
す
る
よ
う
に
、「
部

落
差
別
」
と
い
う
名
前
を
冠
し
た
法
律
を
時
限
立

法
な
ら
ず
、
永
久
法
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。

　

旧
土
佐
山
田
町
時
代
の
苦
い
教
訓
も
思
い
起
こ

し
、
本
予
算
は
取
り
下
げ
る
よ
う
提
案
す
る
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
積
極
面
は
評
価

し
つ
つ
、
人
権
教
育
振
興
費
に
お
い
て
、
同
和
対

策
問
題
教
材
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
講
師

謝
金
や
印
刷
費
、
著
作
権
料
等
の
計
上
は
看
過
で

き
ず
、
合
計
74
万
１
千
円
を
削
除
し
た
修
正
動
議

を
提
出
す
る
。

　

本
予
算
提
出
の
根
拠
を
質
疑
し
た
際
、
執
行
部

の
説
明
は
、
法
の
成
立
を
受
け
て
、「
同
和
問
題

に
関
す
る
学
習
が
学
校
や
指
導
者
に
よ
っ
て
差
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
人
権
問
題
に
詳
し
い

講
師
の
監
修
の
下
、
２
種
類
の
教
材
を
作
成
し
て

賛
成
討
論

日
本
共
産
党　

森
田　

雄
介

　

同
和
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
国
は
地
方
公

共
団
体
と
と
も
に
、
昭
和
44
年
以
来
33
年
間
、
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、
地
域
改
善
対
策
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
同
和
地
区
の
劣
悪
な
環
境
に

対
す
る
物
的
な
基
盤
整
備
は
着
実
に
成
果
を
上

げ
、一
般
地
区
と
の
格
差
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
全
国
的
に
差
別
発
言
、

差
別
待
遇
の
事
案
の
ほ
か
、
か
つ
て
の
部
落
地
名

総
監
に
あ
た
る
「
全
国
部
落
調
査
」
復
刻
版
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
内
容

の
書
き
込
み
が
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
案
も
発
生
し

て
い
る
。

反
対
討
論

自
由
ク
ラ
ブ　

島
岡　

信
彦

　

昨
年
12
月
に
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
が
成

立
し
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
現
存
し
て
い
る

こ
と
を
国
が
認
め
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
条
文
の

中
に
も
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
の
責
務
で
あ
り
、
相
談
体
制
の
充
実
と
教
育

及
び
啓
発
に
取
り
組
む
よ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
本
市
も
、

香
美
市
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
、
ま
た
香
美
市

に
戻
り
、
お
互
い
豊
か
に
つ
な
が
り
な
が
ら
、
香

美
市
を
背
負
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
上
で
も
、
人
権

教
育
は
重
要
で
あ
る
。　

平成29年度一般会計予算へ「修正動議」が提出されました

　　　　　　　　　　　　　　同和問題教材作成費を削除する修正案は、

　　　　　　　　　　　　　　質疑、討論の結果、賛成少数で否決、

　　　　　　　　　　　　　　執行部提案の原案が可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※各議員の賛否は 7 頁に掲載

議案第１号　平成２９年度香美市一般会計予算の一部を次のように修正する。

第１条中「18, 514, 000 千円」を「18, 513, 259 千円」に改める。

第１表　歳入歳出予算の一部を次のように改める。

　　　　　　　　　　　　 ※修正案は、日本共産党と、くらしと福祉を守る会の共同提案による

賛成、反対それぞれの討論がありましたので紹介します。

【修正案】
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平成28度 補 正 予算（第９・10号）を 可 決

（第９号）

★　高知県園芸用ハウス災害復旧事業費補助金は、台風被害がなく700万円の減額

★　小水力発電施設整備事業は、年度内の完成が難しく2,247万8千円を繰り越し

★　新町西町線用地購入費が、国からの交付金の減額に伴い 3,158万7千円の減額

債務負担行為の補正

★　市役所総合案内業務委託費を追加補正378万4千円 ～ 案内業務は概ね好評であるこ

とが報告されている。

★　香美市立図書館新築設計委託業務費4,950万円を廃止 ～ 建設用地の選定に当たって

　　手続き上の問題が生じ、検討委員会等で再度協議することになり、一旦廃止。

　　※債務負担行為 … 将来の支出を約束する行為で翌年度以降に自治体の支出を義務づけている。

（第10号）

繰越明許費の補正

★ 林道大栃線路側緊急修繕事業費2,000万円 ～ 住民の通報により明らかになり緊急を

　　要する箇所だが、年度末で工期がとれず繰り越しとなった。

     ※繰越明許 … 年度内に支出の終わらない見込みの予算について、あらかじめ議会の議決を得  

　　　　　　　て、翌年度に繰り越して使用すること。

歳　　　入 当初予算 補正額 計

１. 市税 2,460,668 0 2,460,668

２. 地方譲与税 118,012 0 118,012

３. 利子割交付金 7,334 0 7,334

４. 配当割交付金 17,401 0 17,401

５. 株式等譲渡所得割交付金 14,937 0 14,937

６. 地方消費税交付金 490,682 0 490,682

７. ゴルフ場利用税交付金 14,463 0 14,463

８. 自動車取得税交付金 16,635 0 16,635

９. 地方特例交付金 7,884 0 7,884

10. 地方交付税 6,830,000 157,866 6,987,866

11. 交通安全対策特別交付金 4,059 0 4,059

12. 分担金及び負担金 59,683 2,646 62,329

13. 使用料及び手数料 968,921 ▲ 6,483 962,438

14. 国庫支出金 2,068,950 77,004 2,145,954

15. 県支出金 1,412,882 86,354 1,499,236

16. 財産収入 36,708 48,552 85,260

17. 寄付金 51,001 190,000 241,001

18. 繰入金 898,265 ▲ 381,576 516,689

19. 繰越金 2,000 517,419 519,419

20. 諸収入 259,587 14,248 273,835

21. 市債 1,915,928 281,513 2,197,441

計 17,656,000 987,543 18,643,543

歳　　出 当初予算 補正額 計

１. 議会費 146,773 6,536 153,309

２. 総務費 2,512,379 151,304 2,663,683

３. 民生費 6,007,133 151,654 6,158,787

４. 衛生費 1,272,489 ▲ 17,865 1,254,624

５. 労働費 1 0 1

６. 農林水産業費 1,078,358 ▲ 98,428 979,930

７. 商工費 195,343 168,154 363,497

８. 土木費 1,374,210 ▲ 165,092 1,209,118

９. 消防費 1,282,149 ▲ 71,665 1,210,484

10. 教育費 1,452,610 611,131 2,063,741

11. 災害復旧費 94,551 193,710 288,261

12. 公債費 2,189,539 ▲ 11,056 2,178,483

13. 諸支出金 20,465 69,160 89,625

14. 予備費 30,000 0 30,000

計 17,656,000 987,543 18,643,543

項 目 別 の 補 正 額 と 合 計 額

（単位：千円）


